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東京ブランドのあり方検討会（第２回） 

 

平成 28 年 12 月 27 日 

 

【坂本観光部長】 

 お待たせいたしました。定刻となりましたので、これより「東京ブランドの

あり方検討会」を開会いたします。本日は、御多忙の中、御出席を賜りまして、

誠にありがとうございます。 

 私は、事務局を務めさせていただきます、東京都産業労働局観光部長の坂本

でございます。議事に入りますまで、しばらくの間、進行役を務めさせていた

だきます。何卒よろしくお願いいたします。これより後は着席で進めさせてい

ただきます。 

 はじめに、本日の委員の皆様の出欠状況について御報告をさせていただきま

す。本日は、委員15名中14名の皆様に御出席をいただいております。師岡委員

は所用のため御欠席となっております。 

 ここで、前回御欠席で、今回御出席の委員の方を御紹介させていただきたい

と思います。 

 東洋大学国際地域学部国際観光学科准教授、矢ケ崎紀子様です。 

 引き続きまして、次にお手元にお配りしてございます資料の確認をさせてい

ただきます。 

 お手元には議事次第、委員名簿、座席表、資料１として「『&TOKYO』の訴求力

等の調査結果について」、資料２として、委員の皆様方から御提出をいただきま

した御提案資料、そして、山田委員、コシノ委員から御提出をいただきました

プレゼンテーションの資料をお配りしております。御確認をお願いいたします。 

 それでは、この後の議事進行につきましては、池尾座長にお願いしたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

【池尾座長】 

 それでは、これから議事進行を担当させていただきます。 

 最初に、小池都知事から一言御挨拶をいただければと思います。よろしくお

願いいたします。 

【小池知事】 

 皆様、こんにちは。今日はもう27日で、本年も残すところわずかとなりまし

た。そういうお忙しい中におきまして、本日の「東京ブランドのあり方検討会」

への御出席、誠にありがとうございます。 

 年を越しますと、2020年のオリンピック・パラリンピック、その前にはラグ
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ビーもございます。本当にカウントダウンはずっと進んでまいりまして、それ

だけに東京のブランディングというものはオリンピック・パラリンピックのみ

ならず、インバウンドの観光客をもっと増やしていくといったようなところか

らも大きなテーマになってくる、このように思っております。 

 そして、前回でございますけれども、２つテーマがございます。ロゴ・キャ

ッチコピー「&TOKYO」と、それから、ボランティア・ユニフォームの２つのテ

ーマで御議論をいただいたわけでございます。そして、今日はお二人の委員の

方からブランディングの効果的な進め方、そして、ボランティア・ユニフォー

ムのあり方などでプレゼンをしていただきたいと存じます。 

 論点の１が、この「&TOKYO」でございますけれども、前回を振り返りますと、

これまで幾らか、サンクコストと言えるかどうかわかりませんが、そうならな

いようにということも踏まえて、国内でより効果を高めて発信するにはどうし

たらいいのかということで、国内的には使えるのではないか。ただ、海外に向

けては伝統と革新という、前の委員の皆様方がつくってくださっている、この

コンセプトをベースにしながらも、より尖ったイメージを出すべきではないか。

誰もが一べつして、「ああ、東京ね」ということと、その意味を酌み取ってもら

える、そのようなシンボルマークにすべきではないだろうかというようなお話

が出てまいりました。今日はその点を深めていただければと思います。 

 ユニフォームの件でございますが、これはコンセプトなど、ロゴなどとも微

妙に重なって、色や形で統一感を持たせて、見ただけで、東京とわかる。そし

てまた、これを着てみたいと思ってボランティアの方々がさらに増えるという

方向を目指していく。このようなお話を皆様方とさせていただいたのではない

かと思っております。 

 いずれにいたしましても、大変深いテーマでありながら、かつ時間的にも急

ぐという両面がございますので、ぜひとも本日、貴重なお時間、皆様方の大変

お忙しいところのお時間をより効果的に、有効に使わせていただきたいと思っ

ておりますので、どうぞ御協力のほど、よろしくお願い申し上げます。ありが

とうございます。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、この後、議事に入っていくわけですが、最初に、「&TOKYO」の海外

における浸透度につきまして、調査の結果等も上がってきているようですので、

その点を踏まえまして、まず事務局から配付資料について簡単に御説明をお願

いしたいと思います。よろしくお願いします。 

【坂本観光部長】 

 それでは、資料１をご覧いただきたいと思います。A4縦のものでございます
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が「『&TOKYO』の訴求力等の調査結果について」ということで、今、座長のほう

からもありましたように、調査の結果が国内外両方で出ておりますので、この

内容を御紹介したいと思います。 

 調査結果については、ニューヨーク州のロゴでいわゆる「I💛NY (I LOVE NY)」

というものがございまして、こちらとのロゴの比較を踏まえた整理という形で

以降述べさせていただきたいと思います。 

 ちなみに調査の全体といたしましては、20代から50代の男女別各年齢層65名

で、１市場につき520サンプルがとれたという中でやらせていただいております。

特に海外の場合ですと、直近１年間で海外旅行経験がある市民の方を対象に実

施した結果でございます。 

 海外についてですが、「I LOVE NY」と比べて、「&TOKYO」を見てみますと、や

はり認知度はまだ低いという状況が出ております。ロンドンに至りましては、

これは３割にも満たないということになります。 

 すぐ下のところに「認知度」「意味を知っている」「好感度」という四角い枠

が３つありますが、１つ目の枠の水色のところをご覧いただきたいのですけれ

ども、ロンドンのところを見ていただきますと25.6という数字が書いてござい

ます。これは「&TOKYO」の認知度です。その下に目をやりますと、93.5％とい

う数字があります。これは「I LOVE NY」というものを知っている方のロンドン

における比率となります。そういう状況がまず一つございます。 

 それと、意味について十分理解されているのだろうかということに関しまし

ては、これは２つ目の枠「意味を知っている」というところをご覧いただきた

いのですけれども、なかなか、これはやはり「I LOVE NY」と比べて厳しいのか

なと。特に一番右側の韓国についてご覧いただきますと、これは12.3％という

ことで、１割程度。しかも、これは認知をしているという、上の枠で知ってい

ると言っていただいた方の中で意味を知っていますという方の比率ですから、

上の数字にさらにこの下のパーセンテージを掛けることになりますので、韓国

に至っては「&TOKYO」というものはまだ１桁台というような、４％という数字

が括弧の中に出ています。ほかの国の都市も同じようなつくりで数字が上がっ

てきております。 

 さらに、３つ目の「好感度」なのですが、これも実は十分ではないという状

況が「I LOVE NY」に比べると出ておりまして、全ての都市を比べていただくと、

この一番下の３つ目の枠です。「好感度」のところで、いずれも「&TOKYO」のほ

うがちょっと低いという状況がここから読み取れるかと思います。 

 続きまして、国内なのですが、まず認知度に戻りますと、これは実は「&TOKYO」

については半分にも達していない。これはどこを見ればいいのかというと、１

つ目の箱の一番左側のピンク色に塗ったところで、東京で42.7という数字が書
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いてございます。これはすぐ下に目をやりますと、例えばすぐ左下なのですけ

れども、ニューヨークの「I LOVE NY」のピンク色のついた枠がありますが、こ

れは98.8ということなので、ニューヨーク州の方に「I LOVE NY」を知っていま

すかと聞くと、98.8％の方がわかっているということになります。 

 引き続きまして、意味についてですけれども、やはり東京というのは30.6と

いう数字が出ておりまして、ニューヨークに至っては75.7ですので、４分の３

の方は大体わかっていますということになります。 

 さらには、好感度。こちらのほうについても、東京のほうは57.7％に対して、

ニューヨークは97.5％という、非常に９割台、７割台という高い数字が出てい

る。それに比べて、東京の水準というのはやはりそういったところにまで

「&TOKYO」がなっていないということでございます。 

 そして、最後に具体的なイメージということになるのですけれども「&TOKYO」

をイメージして、東京というものを１つのイメージに収れんできるかというこ

とになるのですが、次の別紙１をご覧いただきたいのですけれども、これは

「&TOKYO」によって想起するイメージをちょっと色に分けた形で分布させてい

ます。都市ごとです。 

 見ていただくとすぐわかるのですけれども、色の分布がまばらになっており

ます。これはまばらになっているということは、イメージが１つのものに収れ

んしていかない、もしくは少数のものに収れんしていっていないということで

す。しかも、この中で「特になし」というピンク色の枠がありますけれども、

これは東京自体が特にないと地元で言われてしまっているという状態があるの

と、ロンドンと韓国を見ていただきますと、やはりロンドンでは「特になし」

がトップに来てしまったり、韓国でも２番目ということですので、なかなか、

この「&TOKYO」というものを見て、東京をイメージするというのが１つのもの

に収れんできない、イメージがしにくいという状況。こういったものが今、調

査の結果として出ているということです。私からの説明は以上でございます。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。まだまだということだと思います。 

 ただ、一言だけ私のほうでつけ加えさせていただきますと、ブランドの浸透

度云々というのは、どのようなキャンペーンをやったかということに非常に深

く依存していると思いますので、今後はそういったキャンペーンの内容につい

てもいろいろ考えていければと思います。 

 それでは、まず初めに、本日のテーマである「ブランディングの効果的な進

め方」、そして「ボランティア・ユニフォームのあり方」について、２名の委員

からプレゼンテーションをお願いしたいと思います。２つのプレゼンテーショ

ンが終わった後に、２つのテーマを順番に御議論いただきたいと思います。 
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 それでは、プレゼンテーションに入ってまいりたいと思います。画面表示や

お手元の資料をご覧いただきながら説明をお聞きいただければと思います。最

初に「ブランディングの効果的な進め方」について、山田委員よりお願いいた

します。 

【山田委員】 

 皆さん、こんにちは。グラムコの山田でございます。私どもはブランディン

グファーム、ブランド構築をお手伝いするという職業でございます。よろしく

お願いいたします。 

 この後、コシノさんのお時間もありますので、なるべく早回しでお話をした

いと思うのですが、資料が54ページもございまして、全部できませんので、こ

れは皆さんへのメッセージということで置いてまいりますので、後でご覧いた

だきたいと思います。 

 それでは、前のほうの画面ないしお手元の資料をご覧ください。 

 すごいお題で「ブランディングの効果的な進め方」。なかなか、ここには解が

ないと思うのですが「宝物をどう表現し、どう発信していくのか」という観点

でお話をしたいと思います。 

 ちなみに、これは今、ブランディングの一般的な工程をお見せしています。

左から右に行きます。この期間が１年だったり、２年だったり、あるときは３

年かかるのですが、今はリサーチ、コンセプト、言語化、可視化と、一般的な

ブランディング工程ではここまで来てしまっているという状態なのです。その

点は、しかしながら、本当にいい発信をしなければいけないので、どうするべ

きかということをしっかり見直す必要がありますけれども、その認識はひとつ

お持ちいただきたい。これは一般的な企業の流れとして、ここに載せておりま

す。 

 今日は、次のフェーズに行く前に、まずブランドスローガンやロゴはどうす

るのか。ユニフォームもそうですね。どうするのか。 

 まず、１つ目の方向。全てこのまま据え置く。でも、これはなさそうです。 

 ２つ目は、国内は既にスポンサーがついてくれているので、据え置いて、海

外向けを新しくする。先ほど知事もちょっと言及をされておられました。 

 ３つ目が「&TOKYO」を活かしながら定型を１つ作って、それを内外共通で発

信するという考え方。これは私が前回提唱した考えです。 

 そして４つ目が、全部つくり変える。 

 さあ、どうしましょうか、ということなのですが、今日はいただいたお題が

ブランディング全般について話をしてほしいということもございますので、こ

の時間の中でどこまでできるか、どれだけ早口でしゃべれるかという話なので

すが、やってみたいと思います。 
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 皆さん、よくご存じでしょうけれども、ブランドという言葉の始まりです。

羊飼いが自分たちの羊がほかの羊と紛れないようにするために、かわいそうで

すけれども、その羊に焼き印をつけたということで、この焼き印という意味が

ブランドなのです。BURNEDが転じてBRANDになったという説もありますけれども、

今はブランドで辞書を引いていただくと、この焼き印という意味が出ておりま

す。 

 その意味としては、ほかと識別をする印ということなのです。ぱっと見て、

ああ、これは違うのだ。これはうちのだというふうにわかるということで、こ

れはある日、私が上海の道ばたに立っていて、ぼうっと車を見ていたら、左上

はすぐ、あれはBMWだ。右のはアウディだとか、右下はベンツだとわかりました。

ところが、日本を代表する世界のブランド、レクサスの車が通ったのだけれど

も、よくわからなかった。これが３年前ぐらいのことですか。さすがにトヨタ

さんも気がつかれて、これはいかんということで、正面にこういうフロントグ

リルの形、定型を設けました。スピンドルグリルというそうですけれども、こ

れで今、また認知が高まって、人気も非常に上がっております。 

 こんなふうにぱっと見てわかる、１秒見ればわかるというのが重要なのです。

そもそもブランド化というのは、競合との差異化を図って、お客様を魅了して、

結果、優先的な選択を得て、利益を得る。こういう戦略でございます。 

 では、ブランドに欠かせないことは何なのかということなのですが。いつも

私は、ブランドはコンセプトとデザインだと申し上げています。 

 これは我々のブランドコンセプトの定型ですが、既にブランドパーパスとい

う考え方が大分広がっておりますけれども、パーパスブランディングというも

のがあるのですが、何を目的にしていくかという考え方です。 

 こちらでは既に昨年、もう10回以上の会議を持たれて議論をされて、このブ

ランドコンセプトをおつくりになっていらっしゃるということで、特に一番上

の「ブランドアイデンティティ」の「伝統と革新が交差しながら、常に新しい

スタイルを生み出すことで、多様な楽しさを約束する街」というのがコンセプ

トのキーワードになっております。 

 実は、このコンセプトをニューヨーカーにも伝えてみました。それから、ロ

サンゼルスのうちの提携先にも聞いたのですけれども、なかなかいいねと言っ

ております。もちろん、英語で説明したわけですが、どちらもいいねと。 

 そして、これが可視化されるとこういう形になります。これは公表資料から

とっておりますし、今日お見せする画面は、絵がないとおもしろくないではな

いか、伝わらないではないかということで、いろんなところのウエブサイトか

ら引用させていただいておりますけれども、出典を明らかにしておりますので、

御了承願いたいと思います。 
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 この「&TOKYO」が伝統と革新の交差というものを表現できているかという話

もあるわけであります。一方で前回、コラスさんも指摘をされておられた、色

がいろいろあり過ぎるのではないかというお話です。私なんかは子供のころに

食べていた某菓子メーカーのチョコレートを思い出すのですけれども、いろん

な色のチョコレートがございましたが、赤がいいとコラスさんはおっしゃった

のだけれども、赤はちょっと、某ネット系の会社のマークに似てきてしまうの

で、ちょっと推薦できないのですが、定型のメッセージを発信していくときに

は１つの色に決めていくのが重要ではないかと思います。 

 こちらでは、「&TOKYO」の前に「東京都」と組んでみましたけれども、「&TOKYO」

のロゴは企業のロゴやブランドのロゴとは自由に組み合わせができるという定

義になっておりまして、そこは非常に緩くて自由度が高いということになりま

す。 

 実際の定型文を組むときの書体も決まっているようです。 

 ではここで、ちょっと事例を見てみましょう。世界の事例です。 

 「GREAT BRITAIN」で、これは非常に勢いのあるキャンペーンでございました。

国の名前ですけど、自分たちで「GREAT」と言ってしまうのですから。でも、す

ごい勢いで展開しまして、これはなかなかうまくいったというふうに言われて

おり、実際にこのキャンペーンは非常に多岐にわたっております。 

 クール・ブリタニアが有名ですけれども、その後に次いで行われたキャンペ

ーンでございます。左上にロゴも出ております。そして、いろんな産業を紹介

していくという意味では、この日本の、東京のやり方にも近いものがあると思

うのです。 

 ご覧のように、11の分野にわたって、いろんな産業や、あるいはFILMとかGREEN

などというものもあります。実際に東京でもキャンペーンを展開いたしました。

半年間にわたってキャンペーンをやって、かなり盛況だったようでございます。

世界展開で６か月間。そして、実際にBRITISH COUNCILのページに行きますと、

このGREATキャンペーンの内容も詳しく出ております。 

 そして以前から、これは日本の英国大使館がやっておりましたけれども「A 

Taste of Britain」。英国料理もおいしくなりましたよというキャンペーンに

「Food is GREAT」というふうに合わせて載せていって、この「GREAT」の展開

も意味をなしているというところでは、なかなかうまいなと思います。 

 最終的には、個別の商品を買ってよ、というところまで誘引をしております。 

 ニューヨークは「ONE NYC」と言っています。 

 そして、さらに「市長・デ・ブラシオは Get Covered NYC イニシアティブを

発表します」。変な日本語かもしれませんが、このニューヨークシティーのウエ

ブサイトは何と、103～104カ国語の言語で表現されている。東京都庁のものは
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３言語でしか表現されておりませんね。非常にそういう意味ではいろんな人種

のるつぼと言われる、さすがニューヨークだと思います。 

 そして、こちらは、WOLFF OLINS（ウルフ・オリンズ）という非常にデザイン

力に優れたブランディングファームがこのニューヨークシティーのブランディ

ングを2007年に行ったわけであります。ちょっとタクシーがあったりいたしま

すけれども、NYCの、マルに入ったＴのタクシー。こういうことで、いろんな展

開を試みました。 

 ところが、私、去年ニューヨークへ行きまして、ぱっとタイムズスクエアで

撮った写真にタクシーが写っていたのですけれども、実際の原案から比べると

大分縮小してしまったという感はあります。 

 なかなか展開が難しくて、あらゆる接点で、このニューヨークシティーのブ

ランディングができているか、発信されているかというと、ちょっと疑問が湧

きます。 

こちらはニューヨークシティーの観光サイトでございます。 

 それから、もう一つ、前回お話ししたニューヨークの中のタイムズスクエア

というのがあります。その中で、素晴らしいことが行われた。1990年代の半ば

に当時のジュリアーニ市長が、安全かつ安心して住めるニューヨークにしまし

ょうという大キャンペーンをやったのですけれども、そのときにタイムズスク

エアに住んでいた住民、それは企業も含むのですが、そういうところがお金を

出し合ってBID（Business Improvement District）という、いわゆる特別税を

つくりまして、これをもとにタウンブランディングに取り組んだ結果、本当に

荒廃して、風俗店がいっぱい並ぶようなひどい街になり果てていた、ニューヨ

ークで一番危険な場所が一番安全な街区に生まれ変わった。ディズニーもミュ

ージカルでかなり協力をしたようでございます。 

 こちらは「Your Singapore」です。サイトに行きますと、非常に詳しい説明

が載っております。 

 さて、肝心のスローガンとロゴをどうしましょうかということでございます。 

 これはアメリカの専門家、私どもの提携先のシーゲルゲールの２人のブラン

ドコンサルタントがそれについて意見を述べております。英語ですので、後で

読んでおいてください。ただ、なかなか厳しいことも言っております。 

 例えば、こういうふうに固定化するのはどうかと前回御提案しました。「YOU & 

TOKYO」は今も使っていますね。サイトに行くと載っていますけれども、こんな

ふうに「YOU & TOKYO」「Fun & TOKYO」「Variety & TOKYO」「Everything & TOKYO」

というふうに固定的に使っていくというやり方です。 

 あるいはもうちょっとそれを進めて、一言で東京の魅力を言うのはなかなか

難しいのですが、「Exploration & TOKYO」「Discovery & TOKYO」「Adventure & 
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TOKYO」というふうに使っていくという手もあります。 

 世界で統一的にやるという観点もありますし、日本国内では少なくとも代表

例としてこういった一つの言葉をつくり、あとは企業や団体と組んでやってい

く点については割とそこはラフというか、緩やかにやっていく。 

 あるいは、これは皆さんお手元に資料がないので前を見ていただきたいので

すけれども、完全に一からロゴをつくってしまう。キャンペーンのスローガン

も新しく海外向けにつくってしまうというのが、小池知事、こういうことでご

ざいます。要は全く新たに、新しいものを考える。例えば「Luxurious TOKYO」

とか「Brilliant TOKYO」とか「Exploring TOKYO」「& My TOKYO」。こんなふう

に新たにつくる。そして、それは海外中心に展開するという道も残されている

のではないかなと思っております。 

 これからのブランドコミュニケーションで重要なことは何でしょうか。それ

はインターナルブランディングとターゲティングとブランドスタイルと外部発

信のためのメディア選定ということになると思います。 

 基本的に、まず内的なブランディングは非常に必要と思っております。外に

向けての発信だけではなく、中へ向けての発信というのは実はブランディング

の必須要素です。今回は、中というのは都民と都の職員と関係者とその他の方々。

それから、外に向けても、実は国内外からのお客様、来訪者だけではなく、都

民というのがあります。外にも中にも都民がいる。 

 これは東京のイメージを一つ、コラージュしてみたものであります。私が撮

った写真ですので、著作権は私に帰属いたしますけれども、このような景色が

ある中で、都民と来訪者の「想い」を比較するとすごいギャップがあるという

ことがわかりました。これが１番目の着眼点です。実際に、東京に住んでいる

人は余り重要なことだと思っていない、素晴らしいと思っていないけれども、

来訪者はこれはすごいと言ってくれている。おもしろいのですけれども、この

ウオーターフロントだとか高層ビルだとか、近代的な街並みもすごいし、それ

から、伝統的な街並みとか伝統文化の体験もすごいというふうに来訪者は思っ

ているわけです。ここはギャップがあります。ですから、大体そうなのですが、

そこに住んでいる人はその街をあまりすばらしいと思っていないけれども、こ

の機会にすばらしいということをもっと浸透させようではないかというのがイ

ンターナルブランディング、内的ブランド、啓発活動ということになります。 

 これは昨年度の委員会でも検討なさっておられることでございます。 

 それから２番目、ターゲティングです。これは都からいただいた資料をちょ

っと引用しましたけれども、ニューヨーク州のターゲティングの事例というこ

とで、今は、このターゲティングを変えているらしいのですが、冒険好きな人、

グループ行動ができる人とか、大の旅行好き、特定の人たちを選んで、この人
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たちに目がけて集中的にメッセージを出していこうという考え方です。幅広く

誰にでもということではないかもしれない。 

 そうすると、例えばブランドが大好きな国民というのは世界にもいっぱいい

て、１位がたまたま、中国とアメリカです。日本も大好きなのですが、こうい

う人たちにちょっと街に来てもらって、たくさんお金を使ってもらおうよとか、

ちょっといいものを買ってもらおうよというキャンペーンもあるのではないか

と思っております。実際に来訪者のニーズの中には、いいものに出会いたい、

それから、日本に来て洋服を東京で買いたいという人がいるのです。 

 そして、ブランドのスタイルを合わせていきましょうということで、今、ち

ょっと各国語のサイトがばらばらになっております。まさにきっと合わせてい

く途中だと思うのですけれども、この辺を早く合わせたほうがいいかなと思い

ます。 

 ブランドのスタイルを１つにしていくことは非常に大事で、いろんな接点で

出会って、東京のブランディングでは東京がメッセージを発信しているよとい

うふうに感じてもらわなければいけないのですが、それがばらばらになってし

まって、それできちんと伝わるのだろうかということがあります。要は、「どこ

で出会ってもそれとわかる」ことが重要でございます。 

 日本橋の千疋屋総本店さんの例ですが、東京の象徴のようなお店で、昔はこ

うでしたが、スタイルを合わせるとこういうふうになりました。ブランドのス

タイルを合わせていくことで非常に発信力が強化されますので、重要なことだ

と思っております。 

 そして、まさにこれからは発信のモードに入っていかなければいけないので

すが、その前に整えることがいろいろとあります。しかしながら、基本的にPaid 

Media、一般的なメディアを買って発信するだけでは済まない。CNNを買って、

昨年、随分、米ロで広告を放映されたようでございますけれども、それだけで

はなくて、いわゆるOwned MediaとEarned Mediaを活用するということがこれか

らのコミュニケーションの肝になってまいります。 

 Owned Mediaというのは、例えば自社のブランドサイトだとか、あと、ショー

ケース、お手元の資料には書いていないのですけれども、ショールームをつく

るという手もあります。そして、リアルの場で接点をつくる。それから、Earned 

Mediaというのは第三者が出してくれる情報です。これにはブログがあります。

それから、Human Mediaという考え方もあります。これは都の職員の皆さんはも

ちろんのこと、この件にかかわるいろんな人たち自身が、人がメディアになる

ということです。どんどん、いろんなことを伝えていってくれる。それがまた

さらに伝わって広がっていくということを考えて、仕組を作るべきだと思って

おります。人材こそ本当のメディアですということで、日常のコミュニケーシ
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ョンが最も重要なのではないかと思っております。 

 さて、まとめです。これは先ほどのアメリカのコンサルタントと打ち合わせ

をしながら作ったのですが、まず１番目にアイデンティティーの維持体制を確

立するべきだということでございます。ちゃんと管理しないとブランドはばら

ばらになってしまいます。 

 ２番目は、ロゴはすぐには受け入れられないと思え、ということで、新しい

ものを、先ほどちょっと座長もお話しされていましたけれども、そんなにすぐ

に伝わるものではないですね。「&TOKYO」が「I LOVE NY」と同じ認知度だった

ら、びっくりしてしまいますね。やらせではないかと思ってしまいますけれど

も、そんなことはないわけです。 

 それから、３点目が、国外からの視点を重視するべきということで、やはり

インバウンドでお客様をもてなそうということであれば、その人たちの声を聞

けばいいではないかと思うのです。日本にもたくさんの方が駐在員でいらした

り、それから、長期滞在をする方もたくさんいらっしゃいます。うちの会社に

も３か月、労働ビザの範囲で出たり入ったりしますけれども、アメリカから駐

在している人がいます。そういう人たちの意見を聞けばいいのですよ。どうい

うふうに見えていますか、どこが好きですか。そういうアンケートもされてい

ますよね。結果もあるのであれば、その情報を解析するという手もあると思い

ますが、確実に伝わる方法で、確実に伝えなければならない人にしっかりとメ

ッセージを伝達していく。まさにそういうことが求められているのではないか

ということです。 

 日本人は曖昧が好きです。曖昧が好きですけれども、それでは世界では通用

しません。はっきりと物を言うというのがブランディングの根本でございます。

その点でしっかりと皆さんの御議論を期待しております。私も意見は申し上げ

たいと思います。 

 まだ10分たっていないのでしょうか。ものすごい勢いでしゃべりましたね。

以上でございます。ありがとうございました。（拍手） 

【池尾座長】 

 山田委員、ありがとうございました。 

 山田さん、１点だけ確認してよろしいでしょうか。 

 要するに、結論としては、どういうロゴを作るかには２つの可能性があって、

例えば「&TOKYO」を活かした「YOU & TOKYO」みたいなものを作るか、あるいは

全く別の「Brilliant TOKYO」みたいなものを作る、そういう理解でよろしいの

でしょうか。 

【山田委員】 

 基本的に、そこはまさに議論をされたらいいと思うのですが、私の意見とし



12 

 

ては、本当はコミュニケーションロスをなくすという意味では内外ともに整合

性をとったほうがいいのです。しかしながら、どうしてもそれは国内の事情で

もって、今、これを変えて、世界と日本、共通にするのは難しいということで

あれば、日本はこの現状で通していくということになるかと思います。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、引き続きまして「ボランティア・ユニフォームのあり方」につい

て、コシノ委員より御説明をお願いしたいと思います。コシノ委員、よろしく

お願いします。 

【コシノ委員】 

 コシノでございます。今日は我々、委員会を通じて新たな観光ボランティア・

ユニフォームの製作に当たって、その方法論といいますか、御提案を申し上げ

たいと思います。今の素晴らしいプレゼンテーションでは、非常にビジュアル

もしっかりとしていました。私はふだん、ビジュアル中心でいつも仕事をして

いますけれども、今日は一切ビジュアルのものは出しません。考え方だけを申

し上げたいと思います。 

 もう一度繰り返しますけれども、前回お話しいたしましたように、衣服とい

うものは視覚に訴えるものであるがゆえに、とても社会的な影響が強いもので

す。特にボランティアのユニフォームは、来日する人に対して、一目で日本の

イメージというものをはっきりと植えつけるものでございますから、やはり上

品で奥ゆかしくて、しかもシャープで、新しくて、そして伝統と革新というコ

ンセプトの中で、衣服という名の景観といいますか、洋服でもって東京、日本

の景観というものをはっきりと変えていくだけの力があります。実際には、最

終的には何万人というボランティアの方々が着用するものですので、これは本

当に日本のイメージというものを左右する、または決定づけられるものではな

いかと思います。 

 そういう意味では、先日のユニフォームを変えようという気持ちにおなりに

なった小池知事のお気持ちはとてもよくわかります。単にボランティアのユニ

フォームを作ればいい、デザインを出せばいいという、決まればいいというだ

けではなくて、2020年のオリンピックのボランティアのユニフォームを考えま

すと、実際にはこの観光のボランティア以外に、都市ボランティアとか語学ボ

ランティアとか、それから、おもてなしのボランティアとか、全部につながる

ものであるべきです。 

 しかし、これは都庁だけのことではなくて、もちろん、さまざまな組織が関

連いたしますので、全部縦割りでもってユニフォームが考えられていくような

傾向になりがちです。しかし、これは最終的には、一本、横串を通していかな
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ければいけないのではないかなというふうに私は考えております。そのために

は、非常に東京のイメージを決定するものですから、このオリンピックのボラ

ンティアということも含めて、都庁だけではなくて、さまざまな関係組織が加

わってきますので、やはりこの縦割りというものを考えると、ちょっと怖い感

じがいたします。 

 全体的に非常に強力な、統一感のあるすばらしいユニフォームが大変多くの

方たちに着られることによって、日本のオリンピックでたくさんの方がいらっ

しゃるわけですから、すごくPRになるわけです。PRとしての力はとても強いも

のですから、ここで一つ、どうすればこの素晴らしいユニフォームを、まず基

本的に観光ボランティアのユニフォームを作っていくかということを考えまし

た。これは一デザイナーが１枚の絵を描いてデザインを決めるというような、

そんな簡単なものでは私はできないと思うのです。 

 いろんな角度から本当にレベルの高いものを作っていくためには、一つの提

案として、若いデザイナー、または経験の豊富なデザイナー、そういった方た

ちの、複数のデザイナーによるチームを作るべきだと思います。このチームを

作ることによって、いろんなボランティア・ユニフォームに対応できる。やは

りスパンも長くて、季節によってデザインのバリエーションもあるし、そんな

ことを考えますと、やはり多くの専門家の知恵を結集することによって大変効

果的で良いものができていくのではないかと思います。 

 そして、そういった形で何人かのデザイナーを選出するにあたっては、これ

は非常に細かなガイドラインをきちっと作る、選出する人々の構成によって左

右されないようなガイドラインをきちっと作りながら選出するべきだと思って

おります。今、考えようとしております東京ブランド「&TOKYO」以外の、本当

にもう少し尖ったブランド。まず私は、この東京ブランドというものをしっか

りと作った上で、それに基づいたユニフォームのあり方も考えていかなければ

いけないのではないかと思います。 

 そして、デザイナーを選出する審査員の方にも、非常に大切な基準が必要だ

と思います。あくまでもデザインの専門家で、非常に美というものに対する目

を持っている人。ふだんデザインに関係した仕事をしながら、やはりそういっ

た美的感覚をしっかり持っている人たちが選出すべきです。そして、チームと

してやるにしても、これはしっかりとした軸みたいなものができるわけですか

ら、確実に選考ガイドラインをしっかり作っていくことがとても大切なことで

はないかと思います。 

 改めて考えてみますと、海外からのお客様にアピールするという、ユニフォ

ームというものは素晴らしいツールでもあるわけです。実は先日のユニフォー

ムについては、絵だけがぽんとできて、どういう縫製業者で、どういう素材を
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選んで、どういうふうにして作っていくかという、そのプロセスは一切関係な

く、ぽんと丸投げで何かでき上がってきたように思います。 

 ですから、もともとのデザイナーの仕事は、本当にすてきなデザインだった

かもわからないけれども、ああいう形になってしまったのは、先日もある委員

がおっしゃっていましたように、マネジメント力が足らない。どういう素材を

選んで、どういう縫製業者を選んでという非常に細かな配慮が全然なく、あっ

という間に作ってしまったのではないかと思うのです。まさに思いつきですね。

でも、洋服というものはそんなに簡単に右から左にできるものではないわけで

す。 

 着る人の気持ちを考え、機能を考え、いろんな背景を考え、そうして作られ

ていかなければ本当の洋服ではありません。また、それを着る人たちに本当に

心から喜んで着ていただくためには、その気持ちがわからなくてはいけない。

そういったことの全てをお互いにわかりながら物を作っていくことが、本当に

必要だと思います。 

 今、Ｊクオリティーという、純国産品の認証制度というものがあります。実

はアパレルの業界というのは大変落ち込んでいて、このままではいけないとい

う危機感が共有されています。そこで、これまで全て縦割りでやってきたもの

を、もっと横のつながりを持たせようという活動が始まっています。日本の中

でこんなに素晴らしいものができるのだと証明するように、素晴らしい技術を

持っている何百社という企業が一丸となって何かを起こそうとしているのが、

今のＪクオリティーという、いわばブランドを作ろうというものです。大量生

産ということになってきますと大概、ベトナムとか中国とか、他の国で縫製さ

れてまいりました。日本でやると値段が高くなる、だから、海外でやりましょ

うみたいなことです。 

 この際、私は絶対的にメイド・イン・ジャパン、純国産ということを訴えた

い。日本の本当の技術をきちっと海外の皆様にも訴えることができ、デザイン

も、そして縫製力もクオリティーも、いろんな意味で発表できる最高のチャン

スだと思います。ですから、そういった企業のエキスパートもこのチームの中

に入っていただいて、みんなの総力を挙げていいものをつくっていくという、

そういった意味でのプロジェクトチーム、これが本当に大切なことだと思いま

す。 

 そもそも、先日もお話しいたしましたけれども、今までのオリンピック関連

のデザインには、何かぴりっとくる、何かデザイン的なものが全然見られなか

った。今回の2020年のオリンピックを通じて、デザインというものに対しても

っとシビアに、本当にその意味を理解して物を作っている、非常にレベルの高

い国なのだということをこの際、しっかりと植えつけていく。そういった機会
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であるべきではないかと私は願っております。この仕事を通じてそういったこ

とを訴えることができれば、日本の国はいろんな意味で変わってくるのではな

いか。特にデザイン関係の仕事をしている人たちにとっては、常に悩んでいる

こと全てが解決できるような、何かそんな気がいたします。 

 今日は、簡単な私の考え方を提案させていただきました。ビジュアルでこう

いうものがいいというようなことは、何も申し上げることはございませんが、

本当にいいものを作るにはどうすればいいのかというやり方を御提案させてい

ただきました。ありがとうございました。（拍手） 

【池尾座長】 

 コシノ委員、ありがとうございました。 

 それでは、この後、議論に入ってまいりたいと思います。ブランドとユニフ

ォーム、それぞれ35分ぐらいしかありませんので、最初に資料をいただいた委

員から御発言をいただいて、その上で議論が続くわけですけれども、時間が限

られておりますので、大変恐縮なのですが、最初の資料を提出いただいた委員

からの御説明は２～３分ということでやっていただければと思います。 

 では、順番は私のほうから指名させていただきます。まず大洞委員からお話

しいただけますでしょうか。お手元の資料２に各委員からの資料が入っており

ます。 

【大洞委員】 

 これはユニフォームのことについてということですか。 

【池尾座長】 

とりあえず、最初の35分はブランドに関する議論です。 

【大洞委員】 

 「&TOKYO」の話も入ってしまっているのですけれども、私はそもそも、東京

の何を表現し、強調すべきかということに関して、もともとブランドコンセプ

トがあって、その前の戦略会議で決められていて、これは中身は大変網羅的で、

よくできているなというふうに思いました。 

 ただ、１つ肝心なことは、そこで決められていることが非常にまだ抽象的な

概念にとどまっているがゆえに、具体的な戦略に落とし込むところで指針が余

りはっきりしなくなってしまうのではないか。ここら辺を例えばボランティア

活動、制服についてどうするかとか、いろんな動画の発信についてはどうする

かということについて、その戦略のレベルに落とすときにその指針を、その傘

の考え方のもとで強調すべき点を変えてはどうかなと思ったのが第１点であり

ます。 

 それから、制服のデザインなのですが、私はデザインというものはあまり語

る資格がある人間ではないのですけれども、ただ、制服に関してはやはり着る
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人の気持ちを考えると、四季に合わせて、恐らくいろんな年齢層の方がいらっ

しゃるでしょうから、その方々がシャツやジャンパー等を自由に組み合わせる

ことができて、かつ統一感を感じるデザインと品ぞろえが望ましいのではない

かと思いました。 

 統一感の確保ということに関しては、やはりロゴや色調の統一感は必要であ

ると思います。ロゴに関して言えば、先ほどのお話にもありましたけれども、

ゼロからつくり直すという案と、どうしても、やはりこの「&TOKYO」の延長線

上でなければいかぬということであれば、この「&TOKYO」に手を加える選択肢

があるかなというふうに考えた次第であります。 

 それで、この発信方法、「&TOKYO」の活用方法等をどうするかということに関

しては、私は「&TOKYO」というものを見たときに、これはSNSだなというふうに

頭に思い浮かべまして、インターナルブランディングということでもあります

けれども、同時にいろんな、LINEなんかで使われるハッシュタグに使えないか

とか、あるいはコンテンツのタイトルとして使えないかというふうにちょっと

イメージをいたしました。 

 例えばイメージなのですが、下に書いてあるとおり「Fish & TOKYO」みたい

な話だったら築地だったり金魚すくいだったりするかなと。それから、下のほ

うに来て、これを全部読んでもしようがないので「Courtesy & TOKYO」だった

ら、例えばJR東日本の新幹線の清掃をしてくれるTESSEI（テッセイ）という会

社の社員の方々の動きとか、あるいはバス停で待っているお年寄りの前でバス

がとまると、バスのほうが下がってくれるとか、いろんなそういうシーンも思

い浮かぶのではないかなというふうに考えたということであります。以上です。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。この後、順次お願いしたいのですが、私の立場か

らは、まとめなくてはいけないということもありまして、先ほど知事からお話

がありましたように、内向きには「&TOKYO」、外向きには尖ったという方向で仮

に行ったとしても、この内向きの「&TOKYO」と尖った部分の関連づけをどうす

るかというのは結構大きな問題になってくるのではないかと思います。ですの

で、各委員からこの後、お話しいただくときに、急なお話で恐縮ですけれども、

何かそのあたりについて御意見等ございましたら言及していただけると、この

後、話が非常に進めやすくなるのではないかと思います。 

 そういうことをお願いして、恐縮ですが、生駒委員にお願いしたいと思いま

す。 

【生駒委員】 

 急なお題をいただいて緊張してしまいますが、最初に「&TOKYO」の私の印象

なのですけれども、やはり「I LOVE NY」というのはニューヨークが好きだと、
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すごく主がありますね。自己の考え方があるのに対して「&TOKYO」はすごく控

え目な、私はすごく日本的だなと思ったのです。自分を余り前に出さない。何

か、利己というよりは利他というふうなことで、そういう意味ではキャッチコ

ピーの立て方としては非常に日本的でおもしろいなと思いつつ、ただ、やはり

訴求力は弱いのではないかとは思っております。 

 まず、私の意見をかいつまんでお話しさせていただきますが、私は「東京の

何を表現し、強調すべきか」というところでは、東京は過去、伝統もあります、

未来もあります。そして、食の文化から芸術、それから、科学、全て先進的な

活動も注目されている街であります。私としては「地球上で唯一無二のスーパ

ー・カルチャー・シティー」と書かせていただきましたが「TOKYO PLANET」的

な、東京はちょっと別惑星なのだよというような構想で、つながる東京という

ことを訴えてはいかがかと思いました。 

 同時に、伝統と革新というのもあります。江戸の精神や文化を最先端のクリ

エイティビティーでも表現できる街である。また、今、オフグリットという言

葉がありますが、未来都市の様相も新たな、未来都市的なインフラもここから

発信していける。 

 デザインのイメージとしては、私は２パターン考えまして、非常にカラフル

でいくか、江戸時代ですと「四十八茶百鼠」という考え方がありまして、ちょ

っと渋い、江戸時代の伝統を表現するときは「四十八茶百鼠」で、新しい東京

を表現するときはカラフルでいくのはどうか。また、以前、コラスさんの御意

見もあったのですが「黒と赤」に絞り込むような考え方も格好いいかな。シッ

クで、モダンでいいかなと思いました。 

 あと、今、赤字に白抜きの「＆」になっているのですが、逆にしてみたらど

うか。日の丸をイメージしまして、白地に赤で「＆」を強調してみてはどうか。

そういう形も考えてみました。 

 次に、ロゴ、キャッチフレーズということなのですが、私も国内的には

「&TOKYO」でいくなら、外に向けてどうするか。「EMOTION AND SOLUTION CITY, 

TOKYO」とちょっと考えてみたのですけれども、東京には感動と解決があるとい

う寂しい翻訳になってしまいます。「本物と未来」があるという形で考えてみま

した。外向きにはやはりわかりやすい、エモーショナル東京ではないですけれ

ども、コピーが必要かなと。もう少し自分を外に向けて自己を発信するような

形のコピーが必要かと思いました。 

 また、ユニフォームに関しましては、コシノ先生の意見は非常に賛成なので

すが、私は以前のユニフォームが無駄になるのももったいないなと思って、こ

れは自己流の考えなのですが、藍染めにしてみたらどうか。何か染めてみる。

そして、統一感を出してみるような形はどうか。そこにも真っ赤なスカーフを
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例えば配って目印にしていただくとか、何らか無駄を出さずに新しい展開を考

えられたらどうかなと思いました。 

 また、海外への発信方法なのですけれども、SNSでの発信はすばらしいと思う

のですが、プラス、私はスーパー・カルチャー・シティーとしてのTOKYOアート

祭りのようなものを、月間を決めて、ジャンルを超えた文化発信をしていくの

はどうか。「&TOKYO ART FESTIVAL」のようなものを考えてみました。以上です。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、続けてまいりたいと思います。長澤委員、お願いいたします。 

【長澤委員】 

 文章だけで、１枚だけ作ってきたのですが、前回の検討会でも申し上げまし

たけれども、今、やっているような議論は具体的なレベルでやる少人数のチー

ムでやはりクリエーションをやっていかないと具体的なものにはつながらない

ということで、私はブランディングマネジメントあるいはディレクションをす

る部署をぜひ設置していただければ、具体的なものがもう少しさくさく進むだ

ろう。時間もないから、これから一からという話は当然間に合わないことも考

慮した上でです。 

 同時に、できれば小池知事のリーダーシップで、ボランティアにかかわって

くるような関連団体とか組織を横断するようなマネジメントができるとより良

い。それが組織間で難しいようであれば、せめて東京都所管のブランディング

展開については、一定の権限を付与したディレクション部署をつくってコント

ロールする。 

 それは「&TOKYO」とか海外発信用キャッチフレーズにつながるのですけれど

も、見せられたロゴが、どのぐらい格好いいとか悪いとか、どう使えるのかと

いうのはいろんなアイデアが山ほど出てくるのですが、問題はどう使っていっ

たらいいかとかというシナリオをどう書くかという問題になってきて、ここは

プロが入らないとだめだろうと思います。 

 今日も都庁に来る前に、都庁周辺は「&TOKYO」だらけで、のぼりがばあっと

あって、こんなにやっているんだというぐらいありましたけれども、少なくと

も今のままでメッセージ性があるのかというと、あってないような感じがあっ

て、恐らく海外発信用のキャッチフレーズも幾つかのつくり方があって、メッ

セージ性を重視するのか、それともシンボリックな言葉のインパクトをぼんと

置いて、それでビジュアルにインパクトがあればそれでいいことにするかとい

う話がありますが、これも恐らくプロのコピーライターの参加を得て、フレー

ズでいくのか、それともデザインのビジュアルインパクトでいくのかの方針と、

それから、過去からも検討されたブランディングのコンセプトというものをす
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り合わせる、そういうある意味ではクリエーティブな作業が必要で、実はこの

作業が恐らくはブランディングの方向性とかマネジメントのポリシーを決める

作業につながってくると思います。これが多分、前のときはあったようでなか

ったというのがあって、何なのだろうというところがわかりにくいのはそこだ

ろうと思います。 

 ボランティアのユニフォームについての話は後なのかもしれませんが、１つ

欠かせない点は、いわゆるサービスする人とサービスを求める人のタッチポイ

ントの機能を持っているということを忘れてはいけない。その服を着ている人

に言葉が通じないか、言葉が通じるかは抜きにして、誰かが例えば呼びかけて

頼んで、「ちょっとすみません」、と聞く。そのタッチポイントの目印になって

いるわけで、そうなると、実はボランティアを引き受ける人のマニュアルの30％

の部分が、どの種類のボランティアをやっても、このことには全部答えられる

ぐらいのマニュアルがないと、東京のボランティアとしては格好悪いなと思い

ます。よって、恐らく行動マニュアルと連携するサービスデザインのマネジメ

ントも同時にないと、それが目印としてのユニフォーム、私、さっきコシノ先

生がおっしゃったことは、なるほど私もそう思いながら聞いていたのですけれ

ども、やはりそういうことがしっかりともう一回考えられた上で意匠性のデザ

インをすべきだと思います。 

 もう一つですけれども、先程から伝統と革新とか、尖ったとかいう言葉が出

ていて、私はふと思いついたのですが、そんなものは高過ぎて無理とか、いろ

いろ言われるかもしれませんけれども、例えばISSEY MIYAKEのプリーツで、こ

の素材を使って色とか柄、そういうものだとむちゃくちゃ格好いいし、ボラン

ティアでなくても買いたくなってしまうぐらいのものをやる。なおかつこのプ

リーツは世界を圧巻している洗練された上質なＪクオリティー、ジャパンクオ

リティーというものを素材だけでもっているので、あとのデザインは何とでも

やれる。そのくらいのことが何かあってもいいのかなと。 

 ただ、私、値段が幾らになるものか、そういうことは全くわかりませんけれ

ども、恐らくそこから大量発注するような形の新しいインダストリーも生み出

していくことができるかもしれないので、これは私の思いつきで、単なる例え

話ですけれども、基本的には素材の同質性というものを使うデザインの発想と

行動マニュアルが何か絡んでくるようなところでボランティアのユニフォーム

を作るとなると、やはりさっきのチームを作って、その指針を明らかにして、

それで議論をして、言葉と合わさったところでいろんなところに指示を出して

マネジメントしていくことが、一番今の段階を乗り越えていくには得策かなと

思ってメモをいたしました。 
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【池尾座長】 

 ありがとうございました。それでは、本保委員、お願いします。皆さん、ブ

ランドとユニフォームと絡めて話していらっしゃるので、もう一緒にやってく

ださって結構です。 

【本保委員】 

 私から簡単なペーパーを１枚出させていただいています。 

 まず前提は、今の「&TOKYO」では東京の「宝物」についてエッジのきいた形

で表現しきれていない。したがって、それに対応したものを作るのだという前

提で書いておりますけれども、その前提に立つ以上は、逆に対象の絞り込みを

することが非常に大事だというのが第１点目であります。 

 「&TOKYO」は、御案内のとおり、タクシーとか金融機関とか、そういうもの

も含めて東京全体を表わしているということでカバーをしておるわけですが、

同じような扱いをしてしまうと「宝物」であるのかどうかわからなくなってし

まうという意味で、絞り込みは大事だというところでございます。 

 ２点目は、長澤委員からも、また、コシノ委員からも御指摘がありましたが、

全体として、やはりデザインのマネジメントをちゃんとしておかないとおかし

くなってしまう。そういう意味では、基本的には長澤委員と同じ考え方だと思

いますけれども、まずは都のコントロールが及ぶものについては可能な限り統

一性を追求するのが原則だろうと思います。 

 他方で、都の活動範囲は非常に広範ですし、ステークホルダーとのかかわり

方も多様ですので、一挙に統一性を高めるのは現実的ではないと思いますので、

都全体のブランドマネジメントの仕組を構築して、この中で、都が管理責任を

有するものについてはもちろんですが、民間によるロゴとかキャッチフレーズ

の使用についても管理をして、次第に統一性を高めていくというアプローチが

重要なのではないかと思います。そのためには、長澤委員がおっしゃるような

組織立て、仕組づくり。これが大きな前提になるだろうと思います。 

 ３点目のロゴなどの海外での発信方法、あるいは「&TOKYO」の活用方法です

けれども、基本的にすみ分けが重要だということをまず申し上げております。

とにかく２つのものが存在して、混乱したり曖昧になってしまうことが一番の

敵でありますので、統一性を担保してすみ分けていくことが大事だということ

です。 

 具体的な整理の仕方としては「&TOKYO」はコーポレートブランドのような位

置づけにして、新しい「宝物」を示すロゴなどについては際立った観光資源を

対象とした商品ブランドという位置づけで対応してはどうかということでござ

います。 

 この場合「宝物」については絞り込んで際立たせる必要がありますし、でき
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るだけ民間の発信力を活用することも大事だと思いますので、ここにコラスさ

んがいらっしゃいますけれども、コルベール委員会のモデルのようなものを活

用して「宝物」を選び、民間とともにプロモートしていくという、こんな仕組

を考えてもいいのではないかと思うところであります。 

 それから、内外での使い方でありますが、統一性という観点からすると、例

えば国内は「&TOKYO」、海外では新しいもの。このやり方は避けるべきだと思っ

ています。内外一貫して両方を使う中で、うまくマーケットに合わせて訴求を

する工夫が大事だと思うところであります。 

 ユニフォームについては、私は発言権がないと思いますから、省略いたしま

す。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、引き続きですが、松山委員、お願いいたします。 

【松山委員】 

 それでは、私から、横長の資料の「東京ブランドのあり方について」に従っ

て話をさせていただければと思います。 

 まずブランドですけれども、まさにいろんなとらまえ方、考え方があるので

すが、先ほど山田委員もおっしゃった、ブランドとはコンセプト、デザインで

ある。そのとおりだと思います。その意味で、コンセプトは今ありますブラン

ドコンセプト、これで非常にうまくまとまっているのではないかと思います。

それを次にいかに発信するかというところに来ているのではないかと思ってい

ます。 

 そういう意味で、発信するということで、今、１つ「&TOKYO」を使っている

わけですけれども、それにつきまして、「&TOKYO」の私の率直な意見としまして

は、今、東京の魅力というものは多様性でございます。かつ東京一極ではない

ということで、いろいろ皆様と一緒にあるという意味の「&TOKYO」。それが非常

にコンセプトとしてはいいのではないかと思います。 

 ただ、いろいろあり過ぎまして「寿司&TOKYO」とか、統一感に欠ける。これ

はブランドを発信するについて一番やってはいかんことだと思いますので、こ

れは発信のやり方を考えるべきではないかなと思います。 

 そういう意味で、では、デザインではどういうものがいいかですけれども、

２つの方法があるのではないかと思います。１つは、ここに書いてありますけ

れども、ブランドコンセプトとロゴが一緒になる。それはここにありますニュ

ージーランドが「Pure」ですから「100％ PURE NEW ZEALAND」という、これも

一つのやり方だと思います。 

 もう一つは、シンガポールが「Your Singapore」ということを、これは全て
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に「Your Singapore」と言いまして、例えば中国におきましては、そこの下に

「New Discoveries」とか、マーケットに合わせてイメージを売り込むという戦

略でやっています。そういう意味でいきますと、例えばここは「YOU & TOKYO」

というもので統一しまして、マーケットごとにいろいろ違うものを発信して表

現していけばいいのではないかと思います。 

 最後に、さはさりながら、このブランディングというものはロゴができて、

それのタグラインができて、それで終わりではなくて、どういったイメージを

自分の来ていただきたい人に、ターゲットにお届けするか。その勝負だと思う

のです。そういう意味で、この東京のどういったイメージをお届けするか。そ

こなのですけれども、それはなかなか、そのイメージが「&TOKYO」ではないと

思うのです。 

 そうしますと、例えばこれは前回も申したと思うのですけれども、アイコン

です。例えばパリですとエッフェル塔、ロンドンですとビッグ・ベン、ニュー

ヨークだと摩天楼と自由の女神とあるのですけれども、東京においてそれが何

かというと、今、ないというのが事実だと思うのです。これは森財団のものか

らいいますと、東京のイメージは、混雑した、テクノロジー、現代的な、日本、

忙しい、高価な、文化、清潔云々とあります。つまり、アイコンがないのです。 

 だから、私は、ある程度、専門家を集めて、では、東京の売り出すべきアイ

コン、それは東京タワーがいいのか、雷門なのか。そこをどういうふうにする

かということをまず決める必要があるのではないかと思います。それを決めた

ら、いろいろPRをやるときは、例えば東京タワーでしたら、東京タワーは常に

東京と東京タワーという、一緒にやることがまず必要ではなかろうかと思って

います。 

 そういう意味で、これからどういうふうにやるかにつきましては、この間も

言いましたけれども、東京のイメージは、アイコンで表すと、どういった街の

イメージかということです。つまり、今、イメージというのはグルメ、観光、

MICEというものがあります。だから、どこに焦点を置いて、アイコンとともに

PR、発信していくか。それが非常に大事ではなかろうかなと思っているところ

でございます。 

 そういう意味で、この「&TOKYO」につきましては、国内においては一緒にや

るということでは「TAXI & TOKYO」などがありますので、しかも600社あるとい

うことでありましたら、これはこれでやっていったらいいのではないかと思い

ますが、海外におきましてはとにかくアイコンを何にするかというのを決めた

上で、それに基づいた情報の発信、そこが必要ではなかろうかなと思っている

ところでございます。 

 最後に、ユニフォームにつきまして、簡単に。ユニフォームは、私はこうい
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ったイメージをもとに、では、どういうユニフォームかですけれども、コシノ

さんがおっしゃられたとおりだと思います。ただ、私もこういう政府観光局を

やっていますと、何かわからないときにお尋ねするというニーズがいっぱいあ

りますので、そうすると、非常にわかりやすいユニフォームが必要だと思うの

です。そういう意味で、あまり高価になってはまずいということがありますの

で、例えば非常にいいデザインの法被みたいなものを作って、下は全部、個人

の私服。それで、法被でやるというのも一つの方法ではなかろうかなと思って

いるところでございます。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、最後になりましたが、劉委員、お願いいたします。 

【劉委員】 

 前回に引き続いて、また、松山委員の話の続きのような話です。やはりアイ

コンが必要です。それで「&TOKYO」は、私自身はすごくいいと思うのですが、

別にそれを否定するとか、そういうつもりはなくて、ただし、外国人の目から

見ると、特に毎日いろんな外国の観光客と接触している私の感想としては、や

はり落ちつきがないです。日本はすごく控え目で、それが丸々残って、何でも

つながるということで、かえって不安感があるのです。何をつながるという感

じがわからないから、意味が外国人にとってはわからない。 

 もう一つは、何か一体化するのを強制されている感覚があるのです。私は長

く、30年以上日本に住んでいて、やはりそれが日本のすごく控え目の感覚だけ

れども、外国人から見るとかえってわかりにくいし、もう一つ、やはり響きが

余りないです。「&TOKYO」で、結構、姿勢が低いという感じもあるので、私は前

回と同じように、やはり「粋」をつけたいです。漢字でこのようなものをつけ

て、色も、前にリシャールさんがおっしゃったように、１つに統一して、この

色が私、例えばほかに東京の色で今、藍色で書けているものを、それは結構、

江戸の色でもあるし、どれか１つだけ統一して、前が「粋」という字がアイコ

ンにもなるのですよ。 

 わざと漢字を使うことで「粋」で「What’s 粋？」で少しミステリー性があっ

て、外国人もこれが何という感じで、特に私、先日、都庁でスマートフォンを

やると、意外とここには「&TOKYO」のWi-Fiがあるのです。日本に、東京に来て

いる外国人が一番困っていることは、やはりWi-Fiの少なさなのです。今、カフ

ェに多少あるけれども、ログインするとか、いろいろ漢字がわからないとログ

インできない外国人がいっぱいいるのです。例えば「粋&TOKYO」があるところ

だと、Wi-Fiがあると、それにすぐSNSで、口コミで全世界へすぐ展開していく

のです。 
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 だから、私は「粋&TOKYO」で、あと、これは少し手書きで、物書きだからデ

ザインは全くできないのですが、例えばこのような印鑑みたいで、今、外国人

が日本の印鑑がすごく好きで、例えば「&TOKYO」も一緒で宣伝してもいいとい

う感じで、だから「粋&TOKYO」のあるところだとWi-Fiがあるとすぐ、それが東

京ということで、あと「粋」のイメージが結構いろいろ、ここに書いてあるの

です。 

 「粋」はやはり洗練されたファッションでもあるし、いい東京でもあるし、

ピュアでもあるし、フランス語のエスプリみたいなものでもあるし、あと、生

き生きとか、意気地とか生き様とか、いろいろ意味がすごく深いし、あと、未

来の東京のイメージもあるし、結構曖昧さ自身もまだ持たれているし、ただ、

漢字自身、この漢字と東京の漢字を外国人に一緒に覚えさせてもすごくいいこ

とと思うのですが、もちろん、私は漢字圏から出てきて、でも多分、欧米の方

も最近、京都の漢字ミュージアムがオープンするのをすごく期待しているとい

う話をいろいろ聞いております。 

 ただ、もし、この「粋」を決めると、例えばユニフォームも多少、漢字を入

れたりとか、さっき言ったような法被でもすごくいいです。「粋」自身は、やは

り10人の人が法被を着ていることは粋なのです。だから、例えば印鑑みたいな

模様とか、新しくこのためにいろいろ、それを服にも使えて、あと、ユニフォ

ームの条件としては、私はやはり第１はボランティアと一緒に写真を撮りたく

なることです。すぐわかるようになるので、この人自身、観光ボランティア自

身が東京の宣伝の本体です。一番大事な人なのです。 

 あと、やはりさわってみたい。素材が悪くないという、もちろん丈夫なもの

で、すごく高いものになるかどうかはわからないですが、日本製のものもすご

くいいですね。東京だったら、いい日本製のものを買えるとか、あと、もちろ

ん、ボランティアの方が着てみたいとか、私ボランティアでないけど着てみた

いぐらいのものがあってほしいのです。 

 あと、希望としては、やはり江戸の伝統模様を多少取り入れて、それを格好

よく洗練された、モダンなタイプにしてほしいです。 

 あと、この「粋」、いろいろ何でも通用するのです。例えば作法とか、格好い

い、すごい、かわいい、気持ちいいとか、東京いい店とか、いける店とか、大

人の東京とか、そういうものが全部入っているのです。結構色っぽい文字でも

あるし、だから、結構万能な文字と思うのですが、多分、外国人も「What’s 粋？」

と興味がある。 

 あと、発音的にも模様的にも、漢字でも英語でも結構アイコンに似合う、IKI

ですごく簡単、はっきりわかりやすいので、だから、もし海外で貼り出したら、

国内で使いたいでも別に違和感がないし、だから「粋&TOKYO」を一緒に使って
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もすごくいいと思うのですが、例えば制服の中でも「粋&TOKYO」を一緒に入れ

ても違和感がないと思うのです。英語にしても漢字だけでも、例えばこの

「&TOKYO」も漢字で書いてもあり得ると思うのですが、欧米の方にも東京の２

つの文字が、漢字で覚えてもらいたい。東京のブランド力をアップするにつな

がると思うのです。以上、私の意見です。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。 

 先ほど分けて議論すると申しましたが、皆さんブランドとユニフォームを一

緒に議論されていらっしゃいますので、この後も御自由に議論をしていただけ

ればと思います。ただ、先ほどコシノ委員も言われたように、まずブランドが

核にあるので、若干、前半はブランドに軸足を置いて、その後半はユニフォー

ムということになろうかと思います。 

 先ほど申しましたように、そろそろまとめていかなければいけないというこ

とで、御自由に議論をしてくださって結構なのですけれども、頭のどこかに次

の４つの点を置いておいていただければと思います。 

第一は、尖ったアイコンと言ったときに、具体的にどんなものを皆さんイメ

ージしていらっしゃるのかです。 

 第二は、先ほども申し上げましたが、その尖ったものと従来の「&TOKYO」を

どのように関連づけていけばいいかです。 

 ３つ目は、これを一体どういう組織でマネジメントをしていけばいいのか。

組織という言葉がよくなければ仕組でも結構ですが、どのような仕組で、この

ブランドをマネジメントしていくのかです。 

 ４つ目は、発信の方法です。一体、どのような発信の方法を考えていくべき

なのかです。 

 これはこういう議論をしてくださいということではなくて、頭のどこかにそ

んなことを置いていただいて御自由に議論をしていただければと思います。 

 では、これからは御自由に議論をしていただきたいと思いますので、どなた

からでも結構ですので、御意見がある方はぜひ挙手していただければと思いま

す。 

 では、田川委員、お願いします。 

【田川委員】 

 前回、様々なブランドのお話をさせていただいて、今日はペーパーを書く時

間がなかったので、１つ、多分、皆さんがお話しになっているブランドの

「&TOKYO」と尖ったものの話を先にしたいと思います。小池知事が３シティー、

いわゆるセーフティー、スマートシティー、ダイバーシティーというお話があ

って、多分、東京というのは江戸から260年、明治から戦争までが80年、今、70
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年、大した時間は過ぎていないのですが、非常に街が濃いのです。いろんなも

のが融合して、そして日本はシルクロードだったり、それから、北方からも来

て、そして南からも来て、西欧文化の最後のところという、そういう意味で言

うと多分、日本の文化というのはいろんなものが混じり合って作られている文

化だとすると、東京の渋谷の交差点の人気があるのは多分、そういうものを外

国人の方が日本の中で見ているのではないか。よくこんなにごちゃごちゃ歩い

ているのにぶつからないなと。日本は多分、そういう国だと思われているので

しょう。 

 そういう意味では、日本の、東京のイメージは多分、世界の交差点みたいな

イメージを持たれているので、いろんな情報が集まっても、全てそれをある意

味では消化をしていくみたいな、そういう意味ではあらゆる情報のジャンルが

テーマとして融合する都市。人も文化も伝統も、それから、これからの未来も、

そうなると、最後に書いてある多様性みたいなものをどうやって表現するかと

いうことになると思います。私はテーマクロッシングみたいな、交差点のよう

なイメージです。それでお話にあった「&TOKYO」というものは、全てのさまざ

まなジャンルをつくるための対言葉というか、機能表現として使っていくのが

良いと思います。 

 従って、ある意味では、大きなクロッシング的なお話をした後に、何々の

「&TOKYO」みたいなことで使う。こういうものも一つの考え方なのかなと。東

京の宝はあまりにもあり過ぎて、これはというものを一つにするといったこと

が実にやりにくい街です。それだけ江戸と戦争前と戦争後の期間が非常に多様

性の持った文化を融合してきたから、多分、我々の頭の中に、たかだか江戸260

年プラス、今は148年目ですが、400年ぐらいの中でしかない、京都や奈良のよ

うに1,300年とか1,200年はないのだけれども、非常にこのわずか400年が濃いの

で、なかなかこれはと、まとまらないから、何かそういうものを包含するよう

な言葉をとがったものとして使っていくのが一番いいのではないか。 

 だから、プロモーション戦略とか組織の話は皆さん出ているので、私はちょ

っと、これは組織についても戦略についても、ちゃんと具体的にこういうもの

が決まっていけば専門家がしっかり考えたら私はいいと思います。 

 それから、ユニフォームの件は、これだけちょっとここで述べたい。要する

にみんなが着たいというのがあって、ただ一つだけ、ユニフォームを作るとき

に、いわゆる今、東京のボランティアガイドとして着るもの。それから、本当

のガイドとして、例えば江戸検定みたいなものを通って、すばらしい資格を持

っている方がたくさんいて、そういった人たちが、通訳はいると思うのですけ

れども、専門的にちゃんと江戸文化を伝える人。そういうもののガイディング

をするときに着せる一つの制服みたいなもの。そういうものを幾つか、どうい
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うガイディングをするために必要な制服かというのも、デザインは別にして、

ジャンルをしっかり分けて作る必要があるのではないか。 

 実際、ボランティアガイドとして着る人、本当のガイドというか、普通に職

業としてそれをやる人、それから、そういう専門的なテーマ別ガイドみたいな

もの。そういう人の制服も改めて、オリンピックを機に考えてみる必要がある。

こういうものはそういう機会がないと作らないので、東京が唯一与えられた資

格があるとすれば、そういうジャンルに入ってデザインを考えていただくのも

よろしいのではないかと思います。以上です。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。では、松井委員、お願いします。 

【松井委員】 

 私は制服に関しては門外漢だと思っておりますので、制服はコシノさんが言

われた方向性がやはりさすがだなと思いましたので、そんな方向で考えていた

だくのが多分、一番いいだろうと思っています。 

 それで「&TOKYO」という言葉でありますが、これに前後にいろんな言葉が入

ると実はなかなかシンプルにならないということがあって、基本はできるだけ

シンプルにやるのがやはり一番なのです。ですから、私どもも海外は「MUJI」

で４字、日本は「無印良品」で全く４字なのです。これに加えることは一切し

ていない。したがって、私は結論から言うと「&TOKYO」はすばらしい、いい言

葉だと思います。それで、既にあちこちで使われているということは、この中

に何を込めていくか、が大事だと思います。 

 こういうことですから、２番手で１番手ではないみたいな議論が前回ありま

したけれども「＆」が入ることによって一緒に、あるいは新しい魅力をつくる

とか、こういうことは結構、この中に踏み込めるのです。したがって、シンプ

ルで踏み込んで、そんなふうな形で中身をつくっていく。ブランドは基本的に

信用なのです。したがって、海外に行くときに、このブランド名がついている

かどうかで決定的に売れ行きも、それから、認知度も違うのです。ブランドの

認知度が、各国へ行ってビジネスのときも一番大事なのです。 

 我々は比較的、商品とかサービスがあるので、これがやりやすいのです。で

は、東京の「&TOKYO」はどうやるか。ここが私はものすごく、一番難しいとこ

ろだと思うのです。ただ、現実的に、先ほど池尾さんが尖ったとか、あるいは

洗練されたとかということをおっしゃって、その中に込める意味合いというの

は非常に深くて、そして奥行きがなくてはいけないことになりますと、それこ

そ最新鋭の工場でもいいと思いますし、あるいは非常に歴史のある神社仏閣で

も、あるいは下町の自然公園でもいいと思うのですけれども、東京の魅力を、

それを同時にあわせ持って出していくというところが結構ポイントなのだろう。 
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 これが実は、余り具体的な商品サービスを持たない東京都でこれを追求して

いくのだとすると、そんなことが大事で、恐らくこれは、先ほどコシノさんが

言われたとおりに、やはりそれだけの気概を持った人たちに多分やっていかな

いと、これはなかなか難しそうだなというのが私の意見です。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。それでは、コラス委員、お願いします。 

【コラス委員】 

 正直に申し上げますと、前回に比べて私は今、すごく頭の中が混乱していま

す。我々はシンプル化しているかというと、今日は複雑化にまた戻ったのでは

ないかと思っております。 

 もう「&TOKYO」は良い悪いという時期ではないのだなと思います。お金は既

に使っている、600社が使っていらっしゃるということで、もうその意味は忘れ

ましょう。集中したほうがいいのではないかなと思います。 

 といいながら、先ほど東京はシンボリック的には何があるか、私も浮かんで

こないのですよ。パリだったらエッフェル塔とか、あっという間に浮かんでく

るのです。ローマだったらコロッセオとか、東京はやはりそれぞれのイメージ

を皆さん持っていらっしゃる。だから、まあまあの世界。日本はまあまあの世

界は上手なのですよ。でも、まあまあの世界をやめて、フランス語で言うと「ポ

ワン。英語のピリオド」、結局決まりにして、これにしよう(、と決めるべき)。 

 それで、私が思ったのが、我々は誰に売りたいのか。日本国民に売りたいと

いうことではなくて、日本人はわかっているから。外の世界に売りたいなら、

何が浮かんでくるかというと、私は「TOKYO!」だけでいい。東京というのは、

それ自体がブランドなのです。だから「&TOKYO」「I LOVE TOKYO」「I DON’T LOVE 

TOKYO」と言うことではなくて「TOKYO!」だということがそれで全てなのです。

それぞれの人が、自分の頭の中には東京のイメージがあるのです。人によって、

雷門。人によって、渋谷の交差点。人によって、スカイツリーかもしれない。 

 だから、私はシンプルにしようと思えば向こうへ、外の世界へ発言しようと

思えば「TOKYO!」。エクスクラメーションマーク自体は、紅の花の赤を私は大好

きだから、それにしたらいいではないかと思うのです。だから、コンセンサス

を忘れて、決まりで東京だ。東京は東京なのだ。別に「GREAT BRITAIN」とか「I 

LOVE」とかではなくて、東京は「TOKYO」だけで非常にパワフルなイメージが浮

かんできます。それぞれの人に任せていいのです。ただ「WE ARE TOKYO」で、

東京だということだけでいいのではないかと私は思っております。 

 ユニフォームは、先生の先ほどのプレゼンテーションは、私はこれこそそれ

だと思います。前回申し上げたように、同じように日本があらわれる、東京が

あらわれる、何かシンプルなシンボルにしていただく必要性があるとは思いま
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す。先ほどのアイデアは法被だけにして、あとは洋服に任せていいのではない

か。 

 例えば、よく考えてみますと、いろいろなブランドがユニフォームを使わな

くなっているのです。アップルはユニフォームを使っていない。ただ、上のＴ

シャツだけと、アップルのリンゴなのですよ。だから、私は同じような、簡単

な法被で、先ほどのイメージで「TOKYO!」でいいのではないかなと思っており

ます。お金がかからないし、非常にわかりやすい。哲学的なことは忘れましょ

う。論理的なことは忘れましょう。単純に考えましょうということは重要では

ないかと私は思っております。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

 では、佐々木委員、お願いします。 

【佐々木委員】 

 最後に発言すると、どうしても自分が考えていることと重なる御意見がたく

さんあって、最初にブランドの話ですけれども、私は旅行業ですので、観光の

振興という観点から言うと２つ大きな柱があって、１つが新しいお客様をどう

呼び込むか。もう一つは、来ていただいたお客様をどうリピーター化するか。 

 それで、今回のブランドの議論でいうと、やはり「&TOKYO」というものは、

東京に来ていただいた方に東京が持っている魅力を誇りを持って伝えること。

それであるがゆえに、これだけ多種多様なものをつけて「&TOKYO」として展開

していく。したがって、今後は「&TOKYO」について、そういう考え方で、実際

に来ていただいている方に東京の魅力を、クオリティーの高さを、いかに自信

を持って伝えるか、というふうに考え方を整理すればいいのではないか。 

 もう一つは、来ていただく海外のマーケットに向けて、この「&TOKYO」と何

をリンケージさせ発信していくか。やはり私も「東京」という一言で十分だと

思います。ただ、それだけだと、どうしてもアクセルを踏めないという考え方

もあると思いますので、例えば10年という一つの年次でキーワード、つまりサ

ブのものを２年とか３年に１回変えていくような感じでやっていったらどうか。

そういう形にして、常に東京というものをマーケットに伝えていく。 

 あと、実際にお客様が来た場合は、例えば「BUS & TOKYO」などという、これ

はいきなりニューヨークで言っても絶対わからないですけれども、一旦、東京

に来てバスの持っている先ほど来の親切さとか、そういうクオリティーを経験

した海外の方であれば、どういう意味かわかって帰るのではないか。そういう

使われ方をしたらいいのではないかと思います。 

 もう一つ、ユニフォームについては、先ほど松山さんが言ったように、現実

に展開するとなると、いろいろな団体から着たい、あるいは使いたいという意
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見がどうしても出てくると思うので、できるだけクオリティーとか生産過程に

ついては、先ほどの基準どおり作っていただいても結構ですが、はんてんとか、

あるいはもう少し簡単なものでもいいですが、それを着ることによって一目見

て明快にボランティアとわかる。そういうことでいいのではないかと思ってお

ります。以上です。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。それでは、矢ケ崎委員、お願いします。 

【矢ケ崎委員】 

 私も先ほどのコラス委員のお気持ちと近いのかなと思うのですが、「&TOKYO」

は既に600社が使っているということで、ちょっとびっくりいたしました。その

中の幾つかの会社のお話をお聞きしてみましても、東京都がブランディングを

するということは、ぶれないで何かをやっていくのだから、民間企業も乗れる

ということだと考えて一歩踏み出したところがあります。多様な業種を持って

いるグループ企業からは、グループをまとめるための説明として、インバウン

ドのお客さんを獲得し、それを自分の会社の力にしていくのだということを言

えるようになって非常に良かったという話も聞いたことがあります。「&TOKYO」

は、インナーブランディングといいましょうか、インターナルの部分で力を持

っているということですので、東京のブランドを支える関係者の内部のまとま

りをつくるために活用していくのかなと思います。 

 また、観光都市としてのブランディングというのは発信と受入が一致してい

る必要があります。世界トップレベルの観光都市を目指す東京ですから、ここ

は重要です。発信で伝えたことが、東京に来てみて実際にそうだったね、とい

うように、発信で約束したことが受入で守られているところが大変重要なわけ

です。その受入を担うのは、都民に加えて、東京の場合は多様な企業群も重要

な主体です。都民や企業がどのような受け入れをするかという、その受け入れ

の仕方の価値を統一するような、そういう仕掛けとしても、「&TOKYO」を使って

いけるのではないかなと思います。 

 しかしながら、先ほどから御指摘がありますように、発信力という意味では

やはり少し課題があると思いますので、外に向かっては、ターゲットを絞って

エッジの立った伝え方をするとよいのではないかと思います。誰に向かって、

東京の何を伝えたいかということを絞った上で、言葉なりアイコンなりを工夫

していく必要があると思います。 

 池尾座長からの宿題ですが、アイコンというのは、抽象化しやすい、図案に

なりやすいものがいいかなと思うのです。そうなると東京タワーのような高さ

があったり、はっきりした形のものがいいのですが、あれを図案にすると、ど

うもエッフェル塔と近くなってしまうのではないかと思いまして、迷っている
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ところであります。 

 英国のロゴの「GREAT」が非常にうらやましいなと思いますのは、ちょっとだ

けアイコンのような国旗を見せながら、経験価値につながるような「GREAT」と

いう言葉を使っています。「GREAT」とか「WAO」とか、人々がどんな経験をする

ことができるのかを表す言葉を使っているのは非常にわかりやすいと思います。

そういった要素を入れていくのかなということを思いました。 

 先ほど国際観光都市というのは発信と受入の約束が一致しているところだと

申し上げたのですが、その約束が守られているのか、どのレベルまで来ている

のかをチェックし、守られていないところは改善していくという取組が必要に

なります。民間が入った委員会のような会議体で、前に向かって進むために、

進捗管理をし、成果を評価し、改善していくことが必要になると思った次第で

す。以上でございます。 

【池尾座長】 

 ありがとうございます。では、生駒委員、お願いします。 

【生駒委員】 

 今日はブレスト会議ということで、ちょっと皆様のお話をお聞きしていて思

いついたことを、断片的なのですけれども、まずユニフォームに関しまして、

コシノ先生のおっしゃっているジャパンメイドは本当にすばらしい御意見で、

ぜひそれは実現したいのですが、そこにできればアーティストコラボのような

ものはどうかなとちょっと思いました。今、やはりアートとファッションとい

うものはすごく近づいていまして、これは私の妄想かもしれないのですが、例

えば草間彌生さんのような方、水玉をモチーフにされている、白地に赤の水玉

で、１つだけ「＆」が入っているようなことですとか、例えばこれも本当にジ

ャストアイデアなのですけれども、草間さんに限らないですが、それはどうか

なと今、ちょっと思いました。 

 もう一つはロゴマークなのですけれども「&TOKYO」で、私も徹底的にこだわ

るならこだわって、これはSNSで発信をしていく。ピコ太郎さんに頼んだらどう

かなと、今、一瞬、頭の中でちょっとファニーなことを考えたのですけれども、

皆さんに「&TOKYO」をテーマにして、何かショートムービーをつくっていただ

いて公募するとか、それで何かいいものはどんどんYouTubeに上げていくとか、

私ももし「&TOKYO」が続くのであれば、徹底的にデザインで遊んだり映像化し

ていくようなことで皆さんに知っていただく形はどうかなと思いました。 

 以上です。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。では、松山委員、お願いします。 

 



32 

 

【松山委員】 

 座長のほうから尖ったイメージとはどういうことかという御質問がありまし

たので、私なりのイメージを話させていただきます。 

 当然、このイメージというのは来る方が外国人ですから、外国人から見てど

ういうイメージかというのが一番大事だと思うのですが、そういう中で最近、

コンデナスト・トラベラーで東京がナンバーワンになりましたけれども、そこ

の理由がグルメシティーと、伝統と現代の融合。この２点でございました。だ

から、これは非常に我々もそうだと思いますし、非常に東京としての強いとこ

ろだと思いますから、ここは一つのどういったイメージかというものの参考に

なるのではなかろうかなというのが１点。 

 あと、このアイコンにつきましては、これは私、ぜひアイコンを何か作って

いただきたいと思うのですけれども、その中で本当は例えば将来的にできる、

木造の江戸城とかができれば非常にすばらしいアイコンになると思うのですけ

れども、今、それはございませんから、例えば伝統と、現代だったらスカイツ

リーと雷門をミックスしてやるとか、そういうものも一つの考えではなかろう

かなと思います。 

 いずれにしましても、こういったブランドというものは、先ほどおっしゃい

ましたように、決め事でございますので「&TOKYO」をどういうふうにするか。

その辺のアイコンをどうするか。それは当然、専門家の皆様の意見を聞いてや

るべきと思うのですけれども、最後はぜひ知事に決め事で決めていただく段階

にもう来ているのではなかろうかなと思っている次第でございます。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。では、山田委員、お願いします。 

【山田委員】 

 いろいろと御意見が出ていると思うのですが、まず前回からの振り返りも含

めて「&TOKYO」にやはりインパクトがないとか、伝達力が弱いとか、前半部分

がころころ変わるのはよろしくないとかという課題があることは明確だと思い

ます。そこは何とかしなければいけないのですが、コラス委員のおっしゃると

おり、また複雑にするのかというところの思いもある。ただ「TOKYO!」でいい

かどうかというと、それはコラスさんは、すごく日本をよくご存じだけれども、

やはり外国の人は知らないわけですよ。ですから、その価値、エッセンスを伝

えることは、私は引き続き重要ではないかなというふうには思っております。 

 先ほど、田川委員が交差点のお話をされていましたが、私もアメリカから来

ているストラテジストに聞いたところ、コンセプトの「The Intersection of 

Tradition and Innovation」というのは素晴らしいと言っております。これも

交差点です。なので、そのイメージというのは結構、海外の人たちは日本に対
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して持っている。伝統的な家屋も好きだけれども、それこそエッジのきいた近

代建築も好きだという、その両方が見られるというところ、いろんな文化の融

合地点だというところを楽しめる。 

 それで、本当にコラスさんには申しわけないのだけれども「&TOKYOプロジェ

クト」という形で、これは推進側、送り手側の名前にする。先ほど本保委員が、

コーポレートブランドとプロダクトブランドだということをおっしゃったので

すけれども、だから「&TOKYOプロジェクト」は続くのです。そして、その推進

側に回ろうという企業ないしは団体が「何々&TOKYO」という形で参加していた

だく。そこから国内・海外に向かって発信をしていく一つのスローガンをつく

る。新しいスローガンです。 

 さっきお見せしたのは、あれはデザインではないですから、申しわけないで

すけれども、お見せするときにお断りするのを忘れていましたけれども、単に

イメージとして字を組んだだけですから、あれはデザインではないのですが、

ワードマークという概念がありまして、文字組みをして、その内容がいろいろ

と（商標権等に）抵触をしないようであれば比較的簡単に発信ができるという

ことはございますので、マークとなるとなかなか難しい。 

 でも、ロゴのように、スローガンの一部がエレメント化しているのであれば

比較的通用しやすいといいますか、商標の権利を獲得しやすい。「&TOKYOプロジ

ェクト」を推進しながら、推進者側にいろんな方を巻き込んでいきながら、受

益者の気持ちというものを総括するようなスローガン。今度は受け手側の気持

ちを代弁するスローガンなりメッセージを１つ立てて発信をしていく。こうい

う考え方があるのではないかなというふうに、いろいろと伺っていて思った次

第でございます。 

 あと、色のことです。赤色にするのか、緑色にするのか。この推進者側のコ

ーポレートプロジェクトマークも、色は１つに決めたほうがいいのではないか

と思うのです。赤にされたいのなら、知事から三木谷さんに一言おっしゃれば

問題ないのではないかなと思います。以上です。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。では、大洞委員、お願いします。 

【大洞委員】 

 座長のほうからお話があった、今の「&TOKYO」と尖った話をどういうふうに

結びつけていく関連性という話なのですが、私は関連性を考える意味があるか

なと実は思いまして、もちろん、その関連性がうまくつけられれば結果論とし

てはいいかもしれないけれども、あまりそこのことを考える必要もないかなと。 

【池尾座長】 

 申し上げた意味は、東京都が全く２つのブランドを、２つのプロジェクトを



34 

 

持っているというのはいかがなものかということですが。 

【大洞委員】 

 それはそうです。といいますのは、私は「&TOKYO」は、例えばですけれども、

さっき申し上げたように、ある種、今の山田委員もそうなのですが、コミュニ

ケーションツールとして使えないかなというふうに思ったときに、かつ尖った

ものも必要であると考えると、これは既にロゴではない。ということは、アイ

コンではないと考えれば、やはりアイコンを新たに作るところから始めたほう

がいいのかなと。 

 考えてみると、前のこのブランド戦略のところでブランドコンセプト図を描

いていただいているのですが、この「&TOKYO」というのは強いて言えば一番下

にある東京コアバリューの５つに対応している、それぞれ色で対応したもので

あって、このブランドコンセプトそのものを体現したものには見えないわけで

あります。 

 では、もともと伝統と革新が交差しながら新しいスタイルを生み出すという、

このブランドコンセプトを体現したロゴであったり、メッセージであったりと

いうものは、実は改めて考えたほうがいいのではないのかなと思った次第であ

ります。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。では、コラス委員、もう一回お願いします。 

【コラス委員】 

 しつこいと思われるかもしれないけれども、やはり「&TOKYO」を捨てるわけ

には私はいかないと思います。そこは誤解がないように「&TOKYO」をやめて、

違う東京にしましょうということではないのですが、東京自体の言葉というの

はどこへ行っても世界はみんな、大体ではなくて、わかっている。昔、私が日

本に来たときのように「あなたは日本に住んでいるのですか？」「ベイジン（北

京）ですね」と言うことはもうないのです。日本は東京、東京は東京だという

ことがあるのです。そこには外人、外の世界の人たちのイマジネーションに任

せていいのではないかと思います。 

 だから「&TOKYO」はいいのですが、今、浮かんできたのが、先ほどのエクス

クラメーションマークに私はすごくこだわっているところですが「&TOKYO!」は

どうですか。結局「I LOVE NY」があって「GREAT BRITAIN」があって「&TOKYO! 

」だということで非常にパワフルなステートメントになるのではないのですか。

そういうことが、私は今、浮かんできたのですが、「＆」があって「TOKYO」が

あって「！」があって、この街だという意味が誰でもわかることができると思

います。 

 しつこくてごめんなさい。 
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【池尾座長】 

 ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

 （コシノ委員に）１つ御質問したかったのですけれども、先ほどのユニフォ

ームの核にブランドがあるということをおっしゃってくださいましたが、この

ユニフォームのガイドラインに、ブランドに関する考え方がどう関連するのか

も含めて御指摘いただけるとありがたいのですが。 

【コシノ委員】 

 東京という意識は非常に大切なことだと思うのですけれども、私は本来の日

本の美しさというものとか謙虚さとか日本の精神性みたいなものを、もっと海

外の人たちに訴えるべきだと思います。 

 実は、海外の人たちはどのように今の日本を見ているかということを考えま

すと、非常に表面的な部分しか見ていないのではないかと。日本というものは

昔から本当に和をもって尊しとするというふうに、和というものに対して非常

に重要な考え方を持っていました。特に海外の人たちから見て、今の日本とい

うものに対して平和であるということの願いをやはり皆さん持っていらっしゃ

ると思うのです。 

 そういう意味で、私はこのアイコンが尖ったものであるということもすごく

大切かもわからないけれども、ユニフォームにしろ何にしろ、やはりまず日本

の本来の持っている一番根本的な、精神的な意味での美しさというものがどの

ような形で表現されるべきかということを考えると、私は言葉をつくるのはあ

まりうまくないのでよくわかりませんけれども、例えば平和の「和」であると

か、日の丸の「輪」だとか、何か「和」というものの、世界平和の、例えば広

島だとか長崎だとか、今まで持ってきた日本のそういった願い。そういった形

でもっと非常に尊厳されるべき言葉みたいなものが、東京の前にあってもいい

のではないかなと思います。 

 ですから、ユニフォームも本当に軽々しいものではないほうがいいなと思う

のは、重いものをつくれと言っているわけではないのですけれども、例えばさ

っき出ました法被。これもすばらしい日本の伝統で、その法被をそのまま着る

ということは誰でも当たり前なのですけれども、それをいかに最高のデザイン

にアレンジするということ。この精神を持ちながら、いかに法被の美しさを表

現できるかというのは、これはデザインの力なのです。 

 ですから、法被のハッピーというのもありますけれども、やはりその辺が一

番、人間が求めているところの和であったり、ハッピーであったりということ

が何か表現できればと、私はその言葉はちょっと思いつきませんけれども、大

切なことかなということをちらっと考えておりました。 
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【池尾座長】 

 ありがとうございました。まだまだ御意見がたくさんあるかもしれませんけ

れども、もうお時間も迫ってまいりました。どうまとめるのか、いろいろ御意

見があって、非常に難しいわけですが、前回のこの会議で、国内は「&TOKYO」、

海外は尖ったもの、ユニフォームは新しくと、そういった結論というか、議論

が出まして、今日その中で特に海外向けの尖ったものについてのイメージがか

なり出てきたのではないかと思います。また、全体としての統一感みたいなも

のも大事にしていこうということではないかと思います。さらに、コシノ委員

からユニフォームに関して非常に魅力的な、具体的な御提案もございました。

こういったものをベースに、公的なものですので、選定のプロセスというのは

透明性とか公正性というものが必要だと思いますけれども、今後、事務局のほ

うでさらに話を進めていきたいと思います。 

 それでは、最後に知事から一言いただけますでしょうか。 

【小池知事】 

 大変熱心な御議論を本当にありがとうございました。今年１年のエネルギー

の最後の部分を皆さんに費やしていただいたような気がいたします。 

 元に戻りますと、今回、世界の各国、主要なところで「&TOKYO」の訴求力を

チェックしてもらいました。その別紙１のところで「&TOKYO」で何を想起しま

すかというのが本当にばらばらであったというのが、これがポイントなのだろ

うなと思います。先ほどの交差点の話もそう。それから、もともと、この皆様

方が前から御議論いただいてお作りいただいたコンセプト、伝統と革新という、

これは私は変わらないのだろうと思っておりますが、そこに「＆」をそのまま

残すのか、それからエクスクラメーションマークで、コラスさんは東京そのも

のがブランドではないかという、これは至言、名言だと思うところであります。 

 アイコンについては、いろんな考え方で、例の渋谷のスクランブルはまさし

く前から申し上げているようなことですし、田川委員のまさに御指摘のとおり

かと思います。よく神社の鳥居というものがあるのですけれども、これはどこ

かの宗教に固まるのはどうかなと思ったりもするわけで、いろいろ、ここから

はプロに聞いてみたいと思っております。この辺のところを事務局側のほうに

整理させて、またきちんとしたルールに基づいたもので具体的に進めていく必

要があろうと思います。スピード感を持って進めていって、そして決まったも

のについては、エンブレムの話から何から何までまた騒動にならなければいい

なと思うわけでありますけれども、また決めると、これはいい悪い、ああだこ

うだとありますけれども、考えてみたらそれも、話題になることそのものが一

つのPRですから、この後、皆様方からいただいた御意見等を集約しながら、そ

ういった具体的な段階に入らせていただきたいと思っております。どうぞよろ
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しくお願いいたします。 

【池尾座長】 

 ありがとうございました。 

 本日、時間の都合上、十分に議論できなかった点、あるかと思いますけれど

も、御意見がございましたらば私と事務局で個別にお伺いさせていただければ

と思っています。 

 それでは、事務局のほうにお返ししますので、連絡事項等がございましたら

お願いいたします。 

【坂本観光部長】 

 本日、委員の皆様方より御提案をいただきました内容につきましては、今後

の東京ブランドの推進や観光PRのための施策、さらにはユニフォームの製作な

どでしっかりと反映をしていきたいと思っております。 

 また、次回以降の会議の開催につきましては、改めて皆様方に日程等の調整

をさせていただければと考えておりますので、何とぞよろしくお願い申し上げ

る次第でございます。 

 事務局からの連絡事項は以上でございます。 

【池尾座長】 

 以上をもちまして本日の会議は終了いたします。どうもありがとうございま

した。 


